
大崎湾に於ける水温密度の

異常愛化と其の原因
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著者の一人野満は大正14年，和歌山懸の西岸紀伊水道に面し和淡海峡と日御崎との略々

中間にある海草郡大崎港(第 1園)のー隅に京大附属の検潮所(口給参照)を設置するため

るので，海洋事上興味深く看過すべからざ

るを感じ営時の墜生服部にセミナリ課題

として取敢へ十事の異偶調査を命じた。首時間漕には幸ひ真珠養殖場があって，明治44年

より大正 4年に亙る天気・風向・風力と共に海水温度及び比重心調査記録(資料開参照〕を
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屡と同地に趨いた際，其の地の漁夫等から

「我々は海水に手をつけて異常に水温の上

昇を感じる時は暴風雨の兆として出漁を見

合はず!との言を聞き，若し夫れが事賓と

すれば恐らく，外海に於ける暴風により黒

潮系海水の紀伊水道侵入を増加する矯主主る

説| べく，水溢上昇と共に堕分増加も期待され

夫

氏
均

相

もって居?とので，夫れを借用して調査した結果，漁夫の言は相官よく事賓と合致し，水温

密度の異常上昇がシケ従て(止条監の来牲と密接た閲係ある乙とを確認した。然し官時Jコ吾

々には，まだ天策上に擾筒Lの到達せざる以前に海水の流動が起り得る所以が諒解し難かっ

たので，公表は見合はせたのであるO 然るに其後， 1ま策監Jコ海水に及ぼす影響に闘し理論

*本論文の骨子は，十数年前著者の一人服部が京大地球物理挙科在挙中，その~・ミナー ，V として

行ひたるものであるが，其後我教室で議行性低気~の海水に及ぼす影響の理論的研究が進展を

見たので，夫れにより再検討を加へ改訂櫓補したものである。
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大崎湾に於ける 7~温密度の異常事量化と其の原因

的研究が ProudmJによって開始せられ，衣で著者の一人野dk時間と共に任意の費化

をたす大気擾筒Lが其の擾筒LliI[域内心海水に及ぼす殻呆を研究し，更に竹上藤七郎博士は進

行性局部低気墜によって海水には擾賃L下の強制動の外に之よりも謹かに停播速度心大友る

自占動の護生すべきを明かにしたo此の竹上博士の結論は直ちに本問題の接心に燭る Lも

のあるを感じ之を念頭に置いて我等は前年の研究に多少の改訂増補をカ日へ，蕊に本報告

とする失第であるo 最近木村喜之助ふ駿河敵於ける類似の現象を研究し，而も欄異

常費化と共に現置に外洋水の浸入あるととを賓詮して流速まで賓測せられた例があり，急:

潮たる名稽を附して躍進的研究を積まれた。然しまだ其成因につきては未開拓の欣態にあ

る。依て我々は主力を其成因の間明に向けた積りであるO

2.調査の方法

大崎真珠養殖所の観測に係る大崎港海水の明治 44年 10月9日より大正3年 4月31日

に至る毎日一固定時(午後 2時，但し時k 猷測あり)に於ける水温及び密度は，末尾資料欄

に掲げてあるが，之を園示すると第2闘のま日くである。但し圏中の密度は測得値を lSOC
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(2) Mem. ColI. Sci. Kyoto. Imp. Univ A. 18 (1935)， 201. 
(3) Mem. Coll. Sci. Kyoto. lrnp. Univ A. 19 (1936)， 109; 21 (1938)， 55. 
(4) 木村喜之助:駿河湾東北隅淡島大謀網附近の海況に就て(績報)，日本水産準維誌第4o谷

(昭和10-11年)54， 339， 374，第7巻(昭和13年)4頁。
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大崎習警に於ける水温密度の異常事量化と其の原因
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大崎博警に於ける水温密度の異常型車化と其の原因
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大崎湾に於りる 7.k温君何度の異常事普化と其の原因

のものに換算した標準密度で， σ にて表示し関分。代表と考へる。水温は無目置の影響を受

くるとと少くたいが， ~盤分従て標準密度の費化は水質其のものの費化を意味するので，吾

k の今の目的には夫の方にー暦の重要性を感やるものであ ;t;c， 

国を一見すれば，水温密度の季節的一般轡化とは別tJ..急襲化が目立つc 例へば明治44年

11月9一12日，同年 12月 17-19日， 45 年 4 月 5-'---9 日，大正 3 年 3 月 1-:~ 日の如きは，

7k温密度とも揃って顕著な急:昇を示L，誰の自にも紛れのたい異常上昇である。そとで試

みに首時の中央気象蔓護行天気圏を見ると第 3-6闘の如〈で，低気鹿が盛に去来して居

るのであ るν

之に力を得て吾k は，第2園中の相官著しい温密度異常蟹化は綿て之を拾ひ上げて，夫

左営時の天策圃を封!照して進行性低気墜との関係を見る主云ふ研究方法を取った。

7k温密度の異常饗イヒを見るに種々の型式を有するが，最も簡輩に (i)増加， (ii)減少に分

類した。(i)の中にも， (i， a)突然上昇して其後間もなく常態に復するものと， (i， bう数日或

は十数日に亙り上昇を観けるものとがあり， (u)P場合も同様である。 aの場合はその境

化の急:激主主離で之を採用し， bの場合は襲化の速度必示、しも大でたくてもそれが比較的長

期間続く故に取上げた。温密度饗化速度の採用基準として，1自につき温度に於て 10，1]'に

第 3困 (司日 Lナジ) 第 4 悶
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大崎祖母に於ける水温密度の異常事磨化と其の原因

第 5 園 君主 6 園

明泊i45<f4崎s9lOP
食屋 3・3・2・

711 

グt.

"'1官

於て 1以上たるとととし，之に稿、k 不足の場合も数日間引続いて上昇叉は下降を持続する

場合は夫れをも採用した。而 L-て先づ是等が費化を開始する日を定めて，その日の低祭摩

中心性置を劃比するとととした。

上昇下降を始める自の決定。観測は前述の如く毎日午後2時一回だけしか行はれて居た

いので，例へば観測後直ちに上昇した場合と次の観測の少し前に上昇した場合と直別がつ

かね故，温度と密度とが必やしも圃上同一日より上昇を開始したくても，一日の差のあ

る場合は同時と見?と。此の場合は何れを上昇開始の日と定めしゃと云へば，温度と密度が

同竺 gradientで上昇する場合は敦れか早い日附の日を，異る場合は急:激友上昇を行ふ方の

日附を採用する。

以上の如き約束を持たせても術水温叉は密度一方のみの費化の場合が多数あり，之を調

査して見ると臭常上昇回数 116の内下の如くである J

温度額度双方共に上昇するもの 63.0% 

水温のみ上昇するもの 22.4% 

密度のみ上昇するもの ー 14.6% 

(5 ) 上の意味に於て。

( 134 ) 



大l崎湾に於ける水温密度の異常型軽化と其の原閃

下降の場合は略す。一方のみの上昇は原則として探らたかったがその費化が特に著しい場

合は採用し?と。

他方天気闘に於ては以上の日附K該賞する移動性低気塵のみを取上げたが，とれのみに

ても形獄，深度，位置，進行速度，持績期間等が之を規定する要素とたり，到底数量的に

表現するとと不可能たる故，主として位置と深度をとり，他は第二義的たものとした。深

度の標準としては中心附近の gradientが 2mmj80km以上とし，之より潔いものは原則

的に考慮せ示。

序にとの年代の中央気象華強行天策圃は其の範園が経度で 118。乃至 148'，緯度で 22'乃

至50'，卸ち南方及び西方は大韓基糟西南海上をと以て終って居り，護行時刻は毎日午前6時，

午後 2時及び10時の3回，叉海上特K圃の端の部に於ける等歴線は非常に不足して居るも

のが多く，尚脆風記競は附いてないととを附記して置く u

3.調査の結果

第 2固に於て異常上昇及び下降を拾ひ，其Jコ開始81'C於ける天気圏を参照して，低祭塵

の中心位置に従ひ分類すれば衣の通りにたる。

(A) 上昇の部(第2固ム印)

1.低気塵と温密度の上昇とが相伴ふ場合

( 1 ) 低気底部位塞漕附近(低条墜，以下Lと構す， .，j)中心が蓋漕附近 500km以内に

あり，とのとき大崎清水の温密度上昇が始まるととを意味す。以下の数字は，例へば最初

のものは明治 44年 11月9日が上昇を開始する日たるを意味し，第 2圃を参照するに便す)

44ー 11-15 44ー12-17(第 4固) 44-12-22(第T園)

45ー 1-23 45-2-21 45-4-5(第 5固)

45- 5-26 2- 1-14 2- 4-14 2~ 7-19 

3-3-1(第 6圃) 3--3-10 

(2) 九州l附近(以東は除く)

45-5-17 

2-12-26 

45-1-18 45-1-25 45-3-4 45-3-24 45-6-16 

2- 4-22 2-6ー 14 2-8-21 3--2-18 

(3) 四園，近畿地方南方洋上(洋上とは 500km以上 1000km以内)

(135 ) 



大山奇湾に於ける水温密度の異常費量化と其の原図

44-10-13 45-3-17 45-6-11 2-8-24 2-10-24 

2-12-6 2~12-15 3':"__ 2-8(第 8園〕 3-4-7 

第 7闘 (24日2tエノ、 L消滅) 第 8 困

会a3島 2闘 89

(4) 中部，関東地方南方洋上

44-10-16 44-11-9(第3園〕

45-6← 21 2-5-6 2-10ー 18

，~ 
〆l

t1 I 

JhP ， ， 
， ， ， 
， 

，.J<，'" 
v 

タ'11

45-6-1 45-6-9 

3-4-2 

(S) 関東地方南東方遥か洋上(1000km前後，天策園の右下端にあたる〉

44-10-22(第 9悶) 44-10-27 2-7-11 2-12-1 

3.......， 4-29 

(6) 奥羽以北海上

3-4-2S(下降の快復)

(7) 天気闘の海上にはLと云ふほどのものを見たいが，前後の天策闘より首日は天策

闘の下端より南，梢々西寄り(フィリピン諸島とマリヤナ諸島との中間位〉に存在すと考へ

られるもの。

44ー 10-11 44-11-13 44-11-21 44-12-11 45-4ー 16

2- 4-10(第10闘〕 2--5-2:~ 2-6-26 2一一10-11

(8) 日本海(遼東或はシベリアより来るもの〉

¥ 
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大l場海に於ける水温密度の異常型軽化と其の原因

45-2-27 45-3-10 

2-8-13 3-4-22 

t!1 9 間

担'2~7勾 11 9 問、1込A

(9) 其他

45-. 4-13(沿海外1)

11. Lと増加が件はぬ場合

45-3-27 45-4-25 

費Z

7Il 1旭 zγIぬ F

2-fi-9(南海潤)

45-5-5 

10 困

ι'¥ 

1温密度上昇するも L走認めないもの(第2園ム印中):斯かる例も若干あるけれど

も，多くは僅少の鑓化か或は水温複分の何れか-方のみの費化で，而も強い高宗国きの襲来

があったり兎も角気象的作用怒ることは認められる。其の例は下の通りである。

44-11-4(張勢主主高祭盤中支方面より苦扶に本邦に向け護達し来る〕

2-3-8(下降の復蹄，舌蹴高気瞳の襲来数果をも含む)

2-4-26 2- 5-2(微小 ;弱低気堕直前に建生す)

2-11-22(高気躍中支より舌燃に襲来す)

2. L存在するも温密度の型化を見ない場合:斯様たのも若干あるが，多くは本邦陸上

を遇過して大雨を降らし，t場内に冷淡水を補給して Lの作用を消殺せるによるものの様で

寧ろ僅徴た下降を示して居る。例へば

( 137) 



大崎湾に於けるノk温後度の異常費化と其の原因

( 1 ) 太平洋を通過するも./) " 

45-2-2-SC陸上を通過，洪雨) 45-2ー 13-15 2-3一15-20(grad.小)

2-4-7-9(陸上を通過，大雨) 2-6-3-7(雨)

2-10-3(殆んど陸上通過，大雨) 2--10-15-18(陸岸通過，洪雨)

(2) 日本海を通過するもの

2-12--12-13 

(B) 下降の部(第2圃マ印〕

水温密度の異常降下は大正2年12月3日の様に濁立して起るとともあるが，それよりも

Lが遇過し安りて以前の異常上昇が復蹄解消するに因るものが多い様である。何れにせよ

異常降下と低朱歴との関聯を調査して見れば弐の通りである。

1.温密度低下と L とが相伴ふ場合

( 1 ) 低気底部位北海道附近(以南は除く，日本海方面は除く)

44-10-25(復蹄) 44一一11ムー 2 44ー 11--18(復蹄)

44二一12ー 19(復蹄，第4園) 45-2-24(復蹄) 45--3-12 

45-4一15(復蹄) 2-1-19 2-4-6 

2-5-1 2-B-29(復蹄，第11固)2-1D-23(復蹄)

第 II 掴(前日マデハL弱勢)

久21尋 8~2.7S2P

a
 

fro 

判

V'

一

膏

2

、

-
γ
'『

'''hd岬
叫

恥

:
t
a
f
/'
M
 

，x
 

君主 12 園

:k.J%2' '2~ 3・

(138 ) 



大崎商障に於ける 7~滋密度の異常事壁化と其の原図

2-12-3(第12圃)

(2) 奥羽地方東方洋上

2-12-9 

1( 

九__-2-21(復蹄)

44ー 12-24(復踊)

2-12一17(復蹄)

~-- 4-23(復蹄)

44-10-9 44-11-6(第13圃)

45-2-17 2-10-30(復師)

~- 2-10(復蹄，第8間参照)

(3) 闘東，中部地方南方洋上

2-4-8 

3-2-19 

2-5-24(復蹄)
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2-10ー 14(復蹄)

• 
45-4-9(復蹄)

3-2-24(復蹄)

45-4ー 18(復蹄)

(5) 九州附近(500km以内)

44-1ト 15(復蹄) 45-3-3 

3-3ー 17(復蹄，1iつH内，第14園)

第 13 岡

同瑚'4t'f1l'7~ZP
?ゐ手

(6) 牽濁附近

45-6ー 14(復師，且つL進行せや)

2-7-20(復蹄)

第 14 園

大孟3得 3s 17" 
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大崎潤に於ける水温密度の異常慶会と其の原因

(7) 其の他

2-6-10(遼東)

11.温密度の降下あるも天気圏上Lを見ざる場合

下の日附の様に往々にして此の類もあるが，然し大抵は其の下降程度僅小で而も以前の

上昇が復蹄したにすぎぬものが多い。雨によるととの明か友のも若干ある。

44-12-29 45-4-22(復師，雨)

2-4-12(上昇終了或は復蹄〉

2-5-9(H内) 2-6ー 18(復蹄)

' 2-11-1O(復師) 2-12-21 (復蹄，大雨)

3-1-1 3-2-5(徴小〕

3-3-8(復蹄) 3-3-22(復蹄)

3-4-1(復蹄〉 3-4-20(復蹄〕

5.調査結果の者察

2-3-5(不連続線〉

2-5ー 7(復蹄〉

2-10-6(H内)

2-12-25(復蹄)

3-2-14(復蹄〕

3-3-27(復蹄)

3-4-27(復蹄〕

以上調査の結果を表記すれば第 1表の如くたる。表中十9とあるは，天気固からはLた

しの部に入るべきも，賓はLがうて祭圏外で蓋漕南東方洋上にありと想像されるものを便宜

上その欄K纏めたものである。

予再 1 表

低 主i 盤 の 海水温・密度の

有 無 イ立 置 上 降

な し 6 20 
s 

ヰヒ 海 主主 。 15 
* ;f>.. 奥 若者 8 

司♀ 胸 J1i(・中 部 8 
7 5 

あ り 手芋
近 後・四 図 9 

九 rH 9 4 
仰U

E在 鴻 14+9 
一一一

~l i毎 7 2 5 

乙の欄はすべてその地方の南方洋上なることを示す。
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大崎世警に於ける7，)(温密度の異常聖書化と其の原因

特に太平洋上に在るLにして水温・密度の上昇及び下降を始めしむるもの L位置をグ

ラフにて示せば第 10園の如くたる。ととに(外)とあるは，下降の際Lたきもの 21例が大

抵は低気座通過後の復師に よるとと前述の第 15 闘

海水温密度異常上昇の回数と上昇

開始日の低気盤中心位置との関係 それをLが北海道よりも，通りであるから，

更に東北方天気圏外に去ったものと想像し

それ以上の意て綴りに置いて見たもので，

味はたい。只下降の曲練の形勢よりして
r
f
/
f
d昨
回
数

一 線の部分が「右上り」にたるで

あらうととは想像されるのである。温密

度の下降は勿論上述以外他の原因(例へば

大雨や高気盤等)によっても生起するの

は営然で， 20例全部を(外)に持って来る

のは無理かも知れぬが，かくして引いた鎖

線の部が北海道よ りも更に遠方に封し念に

上昇を示すを見ると相官の意味があると思
{タゆ

20 

15 

5 

。
九

はれる。

要するに大崎趨水温・密度の異常費化は主として{底無墜と密接た関係あるとと明かで，

それが如何怒る位置にあるときに費化を起し始むるやは必やしも精密に明言出来ぬとは云

へ，大韓に於ては第15園の示す如く，本州中部を界としてLの位置が大崎濁より遠くに存

在するほど失第にその回数を増す乙とが目を引く。然し之はイ底無塵が西南方面に護生する

それが東北に進行して本土から遠く北方まで逃げ去るとと頻繁主主るが震に外な

らぬ。温密度の上昇が maxに怒る日の低地盤中心は大崎閣に近きとをほど回数が多いの

とと多く，

Lが進行して本土に接近するにつれは言ふまでもたい。而して温密度異常上昇の程度は，

Lが本土附近を通り抜け又夫れが猛烈主主ものほど顕著主主るとと勿論であり，異常低下は，

て遥か北方に逃げ去っ ζ，今まで、の上昇から復奮する局めのものが多く，只折k高気塵や

集墜急:勾配に関係するものあるにすぎ主主い。

上記現象の機構

(141 ) 

6. 



大崎湾に於ける水温密度の異常聖書化と其の原因

大崎潤海水の斯様汝温度及び標準比重の異常上昇は，先づ以て其の直接原因を紀伊水道

へ流入する黒潮系海水の増量に蹄せねばたらぬ。水温だけの上昇たら無温の影響といふと

ともあり得るのであるが，標準比重従って堕分まで同時に上昇するのは， 水質そのものが

襲ったととを意味L，新たた高温高齢の混入たくては起り得たいであらう。而して大崎糟

へ新たた高温高輔の水の混入といふととは，黒潮系海水の流入増加以外に其の遼が主主いか

らである。扱然ちば， その黒潮流入の費化は何に因って起るかが次の問題と怒る。黒潮流

入が一日乃至数日の短期間に費化する原因としては， どうしても或気象作用としか考へら

れたい。而して我々は夫れを低気鹿の作用と見て前述の調査を試みたわけであるC

低策犀が其の地附近に襲来し?と場合に海水の流動を惹起し得るととは特に設明を要した

いが，然らば如何にして遠方の低気監が，未だ天無上には影響を及ぼして居主主い地方にま

で，海水の流動に影響し水温密度の費化を生じ得るであらうか。此の賠に闘し最も誼切有

力たる根撮を輿へて呉れるものは，竹上博長も「進行性局部的大気擾霞Lの海水K及ぼよ影

響」に闘する理論的研究である。低祭塵擾筒LW域内に起る海水の運動や海面昇降は疾に

Proudman及び野満等によって計算式が奥べられて居るが，低祭歴域外の海水費動に蝿れ

たものは竹上博士を嘱矢とする。其の理論によれば， 元来静止せる深さ hの海の一局部に

幅aの問だけ俄に風が吹き出すと，第16圃K示す如く，風域では風の強さに障やる海面傾

斜を生じ，夫れが風域自身の進行と同速度 uで強

制波として進行する外，前後雨側には風域のそれ

とは反傾斜を生じて夫れ夫れ風域から脆出し， 自

由波として c=〆悼の速さを以て逃避する。大

洋中では遁例，風域の進行速度は ./ gh よりも

遣に謹いから，海面の扶況は第 l園の(1 )の様に

たる筈だといふ。果して然らば，風域進行の前面

第16箇 局郎的風及び寄託歴低下の

海上に及ぼす童文果

主主雪害主量豆註~(Z'
にありては未だ風域の到達以前に海水の前進流動を見るべく，後方にありては海水の干退

が起るであらう。叉低条墜に伴ふ祭歴低下作用も同様に，低気鹿部位に於ては之に癒す京る

海面膨起が起り強制波として低気鹿部伎と同速度で移動する外，前後南側には海面の陥凹

が自由波として 〆gh の速度を以て低劇墨部位から逃避し行〈と ξ，第16闘(2)の如くた

(5 ) 前出(3l。

， 142) 



大崎湾に於ける水温密度の兵常事豊化と共の原凶

るべしといふ。而して強制波と前進及び後退自由波の流速若くは波高の比率は寸17・
じ-¥)-

1一守会でとたる筈で，前進自由波は後退波よりも常に大で，而し uが増大してc(c-v) . c(c十υ)

c tc.近づくほど著しくなる。卸ち低気塵の進行が迅く主主るほど前進波が顕著とたる理であ

る。

竹上博士の此の理論は地球自轄の影響も海水粘性も無視した近似論ではあるが，夫れで

も問題の性質を把握するには充分で、ある。尚言ふまでも泣いが，風或は朱盤が費化すれば

其の費化量だけを新生のものと見ればよいかム，夫%IA1:催、やる新自由波が費生る筈であ.

『

OQ。

そζで此の理論を我点。現下の問題に照らして考ふるに，大崎潤よりも透か西南方例へ

ばフイリツピン或は蓋潤東附近にイ止条監が護生し東北方に進行し出す場合には，其の部位

を脆出前駆する自由波の矯めに四園紀州、Iあたりの海水が影響を受け，従って紀伊水道tc.i流

入する黒潮の量に増減があってよいわけで、ある。而して其影響はフイリツピン附近からで

も僅かに 3-4時間で覗はれるととにたる。何故なら，フイリツピンより大崎潤までの距

離は 2400粁そ ζ そとで，深さを平均 4000米ξすれば且ノ gh今 200米/秒=720粁/時でb

るから，到達に要する時聞は 2400-+720=3.3時と法るのであるO 而して一度高温高献の

水がは入った後は，何か他の原因で夫れが再び退却せたい限り数日に亙り高温度高麗分を

持観するのは首然であるから，幾日も高温高鞭分を連捜測定した場合と睡も何も其の間絶

え十外洋の黒潮水系が浸入しつどけたと解する必要はたい。黒潮水系が観いて浸入すれば

勿論のとと，只一度浸入し来た場合でもそれが退却せねばよいので有る。斯く考へると，

低気塵が西南方より進行し来るとき，大崎漕の海水が高温高密度を示し始めるのは，低気

~の作用による自由波の影響であらうと吾kは解揮するのである。そしてそれが琵達すれ

ば勢力の増加したどけ夫れに臆じて新たた自由波が新生増大するし，更に低気墜圏内に大

， 崎潤が入ればプラウドマンや野満の理論が示す様tc.，風の吹ょせ作用や策塵の吸上作用に

より愈 ξ殻果を靖犬寸る。低朱塵が大崎潤より透か東北方に去るか或は支那大陸若くは日

本海北部に去ると，却って逆数果を示すか或は少くとも常態11:復するのではあるまいか。

此の問題に関聯して吾々は，低気歴の作用といふものが透か遠方の風も主主い静穏t:r.天無

下にある地方の海にまで如何に額著に及び得るかといふ，二つの別1工事賓を指摘して我々

の所論の傍詮としたい。某の一つは誰でも知って居るウネリの現象である。ウネリは低気

( 14B) 



大l崎世警に於ける 7~温密度の異常型軽化と其の原因

監部位から脆出した長波の一種であって，快晴の日に逆巻く海岸の磯波もそのウネリの停

播されたものと考へられて居る。土佐海岸たどではウネリの地をううて起る海鳴りが低気

脇島来に先7でつ ζ と数日前たるととさへあわ低気!璽諌報上注目の債値あるととは故寺田

博士の疾に唱導せられた虞である。特にアフリカのモロツコは世界的にウネリの猛烈を以

て有名で，往k大汽舶を顛覆せしめ港湾を破壊し大惨害を奥ふる程であるから，其の諜報

は同地の重大問題とたれ今日むは夫れが{止条監の英園附近にあるときK襲来するととが

明にされ，議報が出来る様にたって居る。之を以て見ても低気監の作用が如何に遠方主ε

猛勢力を振ふととがあるか想像に徐りがあるO

今一つ参考にあげたい事賓は， 大崎樽の験潮記録上に二三分の週期をもった極めて特徴

ある短週期副振動が一日 二日或は数日に亙って現はれ，而も夫れがフイリツピン.華内あ

たりに低策塵の出現と共に始まり，低気鹿の東北進行護達に従ひ愈と顕著と怒り，低気塵

が支那大陸方面に上陸するか或は太平洋側を大崎潤より造か東北方に逃げ去ると共i'C，副

振動亦衰弱泊滅するととである。此の事賓は著者等が大崎験潮所開始と共に策付い7ととと

であって，其の管理中に得た一二の例を，第17固に示すととにしよう。其の後，盟原義-

~土に験潮所管理を委托する様にたってからも勿論，屡k 同様の現象に遭遇したととは，

同氏の報品に記述3れた通り でbる。との一目見てすぐ夫れと分る様た鋸歯棋の短週期

セイ シが其の原動力をウネリ の刺戟に得たものか，或は亦竹上博士の指摘する自由波の作

用によるかは不明で、あるが，兎にも角にも低気座の作用が如何に遠方まで顕著た殻果を奏

するととがあるかは明に賓誇されて居るO 従って現問題の水温密度異常費化を呈するやう

た流れの襲化をとさへ費生し得べをと とは想像に絵りがあると思ふ。

果して然らば，低気盤進行の前面に首る地方は海岸到る鹿同様の現象があるであらう

か。との貼に闘しでは我々は未だ調査の資料をもたぬから何ともいへぬが，ヨた節に述べる

やうに，幸K も駿河湾K於ては確かに類似の現象あるととが分って居る。思ふに遠方から

停はる自由波の矯めの流れが成るべく衰弱分散せ守、1'1:自由に進入し寧ろ集中される様た地

勢の港漕，従って外洋との連絡が深い溝にたった様た仰ijP，l¥i伏の入江たどには上記の現象が

頴著で，聞いた直線放海岸で特に遠演の海だとエネルギ戸が減衰消失し易いから問題の現

，象は現はれにくいのではあるまいか。記して後日の調査に侠つ。只，紀淡海峡にせよ駿河

(6) Y. Toyobara: Tides and Seicbes of Osaki Bay; Mem. Col1. Sci. Kyoto， 15 (1932)， T5i・

( I.14) 
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大崎湾に於ける水温密度の異常艶化と其の原因

j轡にせよ著しい深みが外海から内陸に向け侵入せるととは周知のととであれ別けても駿

河湾は数百米の深溝が大磯茅ケ崎あたり注目懸けて入り込んで居るととど注意して置く。

上述の如く，自由波の進入集中しやすき港濁に劃しては，遁か遠方の低朱堅が水温密度

の異常費化を生じ得ぺきととを承認するとして，然らば其の主原因は低条監の祭盤作用そ

のものであるかイ旦しは之に伴ふ風の作用であるかの問題が起るu 黒潮の様た高温高齢水が

外洋にある附近υ港j脅では，水温密度の異常上昇は風に基く自由波の殻果に遺びたく，異

常下降は朱座作用そのものかも知れぬととが，第16固に示した竹上博士の理論から推定さ

れるc 然るに犬崎港に於ける賓例で‘は水温密度の異常上昇の場合が回数も多く且つ顕著で

あるから，之等は首然風紋果の王見はれと見ねば怒らぬ。異常下降でも前記の異常上昇に引

続き現はれるのは，車K進行性風致果の逃避若くは表減による快復茂作用にすぎたいもの

が多い。只平常欣態から始まる異常下降には策鹿其のものの作用と考へねば主主らぬものも

ある様であるO 然し夫の類のものは回数も少く且つ徐り著しいものはたい。其上，雨や河

水の影響も含まれて居るかも知れぬL，兎も角低気圏雲の遠方作用は本問題に闘する限り，

策瞳そのものよりも之に伴ふ風の数果が強力の様である。凡44年 11月4日の高祭塵に伴

ふ上昇は風力は弱いから祭墜による前進自由波と見るべきであらう。向ほ第12園の様注目

の異常降下は風の作用たる乙と云ふまでもたい。葦し海流は風向よりも右偏すべきである

から，此の日紀伊水道の水は寧ろ外洋に吹やられる傾向f'C;~うるのである。

7.駿河i警に於げる同種の現象

大崎潤に於ける海水温密度の異常上昇が主として本土に接近せんとするLと密接た関係

を有するととは以上述べた遇りであるが，もしその本質が吾人の解する如きものであった

友らは類似の現象は太平洋に面する他の糟に於ても見られる筈と盟、はれる。然るに幸にも

近時木村喜之助氏が駿jnJ潤東北隅淡島に於ける昭和 8ー 10年の詳細友る海況報品、出さ

れ，海水の温密度が異常費化を示すととあるととを指摘せられた。特に同氏は念潮(後に

説明す〕なるものを観測して居れ水温密度の異常上昇に際し外部より構内への海水流入

ある乙とが具骨盤的にも賓読されて居る。第 18固に其の資料の一部表面温度のみを示す(一

日4回観測の平均)。別に 25m屠水温其他の観測もあるが略する。吾人はとの資料でも低

(7) 前出(4)。

( 14(; ; 
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大崎湾に於ける水温密度の異常型軽イヒと其の原因

策!墜との相闘を研究せんとするものであるが，調査の方針は大崎潤の場合と全く同様であ

る。只此の年代の中央気象華天気闘は最早や南告がルソン島の南部謹まで横大されて居

り， 大崎j替の場合に於けるよりも造かに贋範園の低気!墜の存在・去来を求め得たのと，鴎

風記読が附せられて居り之を利用するととの出来た黙を異にして居る。

1. 上昇の部

A. "}恒星上鼻と L とが相伴ふもの(第 18固に於けるO印にして，著しき水温上昇は悉

く之に属す〕。

( 1 ) フイ 9ピン諸島とマリヤナ諸島との間(箪ろ小笠原近く)にLがある場合 (τ は

は騰風，※は詮中埋積，Kは急:潮賓詮を示す。

年月日

(昭和)8ー 7-4(T) 8-7一 ，9(T) 8-9-13(T) 

8-11-13(K)(乃

(2) フィリピン附近

8-6-1 

8-9-12※(T) 

第 19 聞

-帥8勾 3~26 ・ 6"

9っ10-8(T) 

8-6-23※(T) 

9-7-14(T) 

8-7ー 17(T)

第 20 園

保拘 7存 8~ ，" ， .. 

(148 ) 



大崎i滑に於ける*温密度の異常暖化と其の原悶

(3) 蓋濁附近

8-8-2(7') 

(4) 九州南方

9-8-6(T， 急:激護達北上，第19園)

(5) 本州南方海上

8-4-4 8-6-18 8-8-13 

8-11-26(K) 

9-12-7(K) 

9-3-27(K)OJiJに房綿牛島局部低策医)

(6) 奥羽地方の東南

8-2-21 8-3-26(K，低条塵念護謹，第20園)

9-8-19(T) 

B.上昇があって随風無きもの(第18固に於けるム印):一此の類も若干あるが何れも比

設的僅徴主主るもののみにして，市も附記の如くそれ相営の理由は考へられる。

主手 月 言己 事 l年
月 百己 事

極〈浅いものがフィリヒン 前~数あ日来て北念勾海方面に猛低気
8-6-28 附近にあれ墜叉駿河湾上に り 商E卒行等座線

局部小低気あり。
9-1-22 

による念降下が此日より復

極〈浅きものなら南方洋上
隠せるものと恩はれる。

8-8-7 
にあり。 9-6-12 以前の下降が復蹄したも

前数日来て北念海方面に猛低気
のO

8-12-22 摩あり 勾配卒行等摩線
駿河湾に局部的小低気墜あ

に主る念降下が比日工り復 9-6-24 
競せるものと恩はれる。

り。

c.低気塵がるって水温が上昇せぬ場合(-は天気圃上に見られる日数，※は却て下降

する場合):一大崎糟研究の場合よりも天気圏の範聞が貫く放った矯め，遠方の低祭

塵数がうんと殖へ従て本項に属する例も増加して居る。

， 

年 月 日 記 事 月 記 事

水温相近蛍上昇す。陸Lは抜朝鮮 8-5-10-11 マリアナ附近に浅童図古風あ
8-3ー16-1.7 海峡附より三沖へけ り，やがて埋積す。

る。
マリアナ附近にTあ れ 北

L ジベリアエ P三|室i中に抜 8一一 7-7-iO 
上せずに埋積す。

8-3-20-21 ける。大磯良鶴等には水温
上昇あ P。 8-7-25-28 pレソン附近より起り重要海南

少し水温上昇す。険風は yν
で坦積。

8-4-23-28 ソシ附近より小笠原附涯を 8-7-30 11/ Yン東より北昇選。す25m暦
東に去る。 は著し〈水温上 。
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記口
H

目
U
H

年 事 年月 記口
H

事

8-8ー 15-16 特設営??ば:24119-Bー 11

積ず。

8-8-31-9-5※I ~レ Y ン東より北進し，朝鮮 119- 8ー 14;_18
海峡より三陵沖へ抜ける。

/ 

8-9-6-7 I 25~暦水温上昇。 JV 'l シ東 119- ふ-22-24<<:
にT雪量生そのま λ趨積す。

8-S-1O:・.

8-9-29-30 

8-10-6-8 

8-10-9-10 

8-10-14-22 

8-10-23 

8ー11-8-12 

9-4-20-22 

9-5-16-18 

T リアナ西にTあり， ~-'が
て埋積す。

yレソン東より西に出で埋
積。

マリアナ附近に殺生せる
も，浅〈立つ音量り移動せず
途中衰弱。

小笠原附近に後生北東に去
り，駿河湾には常に遠ざか
る一方なり。

マ甲アナ西主り北西進し東
支那海に入りて初めて東北
主主し:本州上を通過す(雨多
し)。

比島東より西に去る。

マ万アナ附近に起!J，途中
埋積。

浅き L東支那海より日本南
岸を通過し三陸沖に去る
(陸上雨多し〉。水準少し上
昇。

比島東にT雪量生， そのまふ
土星空費。25m磨水温上昇。

9-9-4 

9-9-12 

9-9-13-21 

日-9-23 

9--9-27-30 

9-10-1-5 

9-10-1fi-17 

9-10-17-21 

9-10-22-28 

9-11-13-17 

9ー 11-19

9-11-30-1 

9-7-31~B-dlW Yシ東にTあ Pて金〈移 11 9ー 12-2-5 
動量産主主せず。

一日だけ浅きもの"'(1)アナ

に出現。

25m層水温上昇。圏在風比島
東よ P小笠原附近を総て東
北へ去る。

比島東にありてずく・表ふ。

少し水温上昇の兆あり o T 
はyレYシ東より蓬湾を総て
朝鮮海峡より日本海遁遇。

25m暦7](温上昇。 TはJレソ
ン東よ り西北に去る。

周金風はマリアナ附近より北
上。

yνYン東洋にT あれど浅
( ， 西主主題積。

25m暦7)(温上昇。マ甲アナ
西より西選。

マリアナ西より起 P西選。

Jレゾン東洋より西進。

守、]アナ西より yレソシに向
け西議室。

マVアナよ P徐セに東北迭
し，小笠原附涯を遁P去る。

比冶東よ D西選。

比島北に一時現はれ直ちに
塩積。

比島東洋ょ P西進。

比星島東隠民風二組あり，途
中埋積。

之を見ると，水温上昇を起さぬ殴風は大抵護生地から東北方向の日本本土に向はやして

西進するものや殆んど停滞するもの，或は勢力徴弱でやがて埋積するものたどで，営然の

ととだと首肯される。只ーご北進して朝鮮方向から本土上叉は日本海を通過するものや

小笠原附J1iを東北進するもので水池の上昇がも少しあってもよいと忠はる L ものはある

が，それも陸上の降雨が強くで温密度の上昇を妨げたり，或は木村氏の研究により夏季に

は質際に念潮があっても水温の上昇を見たいととが往々ある(潤内表面水温が既に高く黒

潮系との差僅かKたって居るためか〕と云ふから，外洋7kの流入は賓在してるのかも知れ

?工v、。

D. 下降の部:ー急:降下は上昇に比して割合に回数少し次の10四位が目に立つO 降下の

原因は大崎潤の場合と同様，上昇の俊蹄か急:勾配平行等~線による偏西強風か，然らす=ん
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大l崎i湾に於ける水温密度の異常溌化と其の原因

ば其附近が高気鹿内にある矯めの様である。

8-2-18(闘東沿岸北西風)， 8-7-6(復蹄)， 8-8-4(復蹄)

8-10-26(高気歴内)， 8-12-19(潤外偏西強風，第21闘)

9-7ー 10(潤外偏西強風)，

9-9-23(本州首i集堅)，

9-7-24(同J:)， 9-7-29C向上)

9-11-iJ(潤外偏西強風)

此等の内，特に扮れのたい著しい急:降下は，

大抵北海道樺太方面に低気[墜があったり聞

東東南洋上に高策堕酷居し駿河潤外に偏西

強風連吹せる場合に多く，其一例として昭

和 8年 12月四日の天集園を第 21固に示

して置く。風の震に起る海水の流れが地球

自轄の偏向力により右偏するととを考ふれ

ば，か Lる場合には海水が外洋に向って吸

ひ出される傾向にあるととは明かである。

所謂倉潮に就て:一念潮とは三浦定之助氏

が始めて用ひた用語で，木村喜之助氏も之

を襲用し縄水が普通の潮流とは全く別に突

然多少とも強盛主主流動を起すを云ひ，

ヲク2.

H 

第 21 闘

/ ィー

流速計を以て賓測し得7と事もあるが，多くは漁網の張り具合により之を認定せらる Lもの

で，甚しき場合には漁網の流失破壊或は操網不能に陥るととさへあると云ふ。而して木村

氏による ξ之は沖合水塊の惰内流入によるもので，一般に水温の上昇を伴びその上昇度I'C

より急:潮の強さを推し得べく，特に冬季より春季にかけてはj湾内の表面水が著しく冷却し

て封流を起し易いが，か Lる針流期に於て外洋水の侵入があれば水温上昇が著しい。之に

反し春季以後夏季は滑内表面水が既に著しく高くなって安定汝成!菅欣態にあるが， ζの成

暦期には外洋水の侵入は封流期よりも業の回数は非常[c多く殆んど定例的に頻繁で、あるけ

(自) 三浦定之助:鮒血l滋に就いて，定置漁業界第 1銃(昭和 2年)， m頁。

(9 ) 木村喜之助:相模湾の「ぶり」漁況と海況との関係，定置漁業界「ょこり」波(第25銃)，昭和，

10年7月。

(10) 木村喜之助:相模湾の海況と「ぷ!JJ漁況，水産試験場報告第10撹(昭和15年3月)
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れども，水温の上昇を伴はぬととも少くたい。それで木村氏は漁業上の立場から，針流期

に於ける水温異・常上昇を伴ふ強力主主念潮を特に重要視して大念潮怒る名を輿へ，夏の成居

期K於ける念潮特に7)(温上昇を伴はぬ急:潮はたとひめ華大であっても大念潮とは呼ばぬと

とにして居られる。

兎も角，氏の念潮研究は漁業上特叉海洋単上極めて有主主なるもので，特に水温密度異常

費化に際し海水の流動あるととを具韓的乃至賓測的に捉ぺ尋たととは一大功績と云はねば

ならぬ。吾々も十数年前から大崎潤の水温密度の異常上昇は外洋水の流入Kよるとの想

定で，研究を開始したけれども賓詩的事賓は持たなかった。氏の賓詮を見て大に意を強く

した次第であるO

然らば如何たる原因により外洋水が浸入するか，換言すれば念潮の原因K就ては，氏は

官会り慣れて居たい。只一回昭和 9年 3月29日の急:潮につき，之が想定原因として 8目前の

3月21日不連績線が通過して御前崎あたりの南方沖合に強烈な南西風が短時間吹き蹟けた

詩らしいとし，其他の春季大急:潮は同様の原因で 10日1li:遅れて起るのではないかと云っ

て居る。然し附近の沖合に吹いた風の作用が何日も現はれたいで 8日も 10日もしてから突

如止して海水の急:動を起とすとは我kの頭にはどうしてもピンと来友いし，且つ首日は近

くに低気!fsがあるのである。同じ封流期でも 9年 1月22-26日の大念潮は木村氏の例とは

反封の北西風のときに起って居るのである。加之，氏は夏秋の候に起る念潮の原因に就て

は何等燭るL所が怒く， 只其の回数が甚だ頻繁で、ある〕から，何か規則的主主週期様のもの

ではたいかとして，其の間隔を調べて居るにすぎ友い。

我々の考へでは前J後述した通り， 7)(温密度の異常費化も急:潮も共に其日iの気象作用によ

るもので，特に問題の地黙に向って進行し来る低気監の作用が主原因をなすものと信や

るo 而して其の土地に接近すればするほど強力となるのは言ふまでもない。夏秋の頃に急:

潮が頻繁となるめは騰風の費生が頻繁とたるととを併せ考へれば了解出来る。急:潮自身に

国有tJ:.週期と云ふものはなく，結局は本土に向って進行する低気摩の間隔K左右されるで

あらう。木村氏論文にある急:潮記録中から，特に流動速度の 40cm/sec以上のもの叉は一

日tc.30 cm/secが 2間以上観測された日をとり，之を前表の日附のととろに(K)主主る記開

で記入し，更に第18間中にも (K) 印で記入して見ると，殆んど悉く低条~の存在する日 'C，

(11) 既出 (4)。
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而も大部分特に封流期に於けるものは殆んど全部が水温密度異常上昇の日と一致し，我々

の考へを裏書して呉れる。

以上駿河漕の水温度異常上昇.)原因も亦，主去して本邦に向って襲来せんとする南方洋

上低策邸中漸失費達するか少くとも途中毒余り勢力を減少せやに東北進ずるもので，上昇開

始日の中心位置は矢張りフィリザピン諸島とマリアナ諸島との聞が最も多く，本邦南方洋

上之にIffiぐ。結局は殿風叉は低寄託堕の護生し易き地域だからである。しかし上昇の度合は

低策墜が本邦に近づく程培大し，問題の地鮪が低朱盤圏内に入るとき最も顕著なるは言ふ

迄もたい。叉水温の異常降下は，前記異常上昇の復師以外にはp 高策贋が沖合海面の偏西

強風の蓮吹時に起る様であるO

8.結論

以上敷節に亘って論じた虚を要約すると

( 1 ) 港潤の海水温密度は往々念激に異常の費化を呈するととがある。我k は大崎轡に

て木村喜之助氏は駿河潤にて之を確認、した。

(2) 水温密度の異常費化は外洋水の出入による。而して其の賓際的詮撮は木村氏の念

潮置測で明白となった。

(3) 黒潮流域の海岸に於ける水温密度の異常上昇従って外洋水の侵入の原因は主とし

て本邦に向って前進する低気塵であるC

(4) 水温密度異常上昇開始は低条歴が随分遠方にあるときから言忍められる。但し其の

上昇速度は低条堅が問題地黙に近づくほど著しく怒り，途中で護達すれば袋々殻果を増す。

然し問題地賄を去れば放果衰へa 還に復蹄下降する場合が多い。

(5) 1.止策堅の温密度上昇放果は其の四周一様で、友(，進行前面に最も強く集中され，

側面では微弱であるO 後面は寧ろ反封殻果を呈する。此の性質はウネリに於ても同様であ

るO 従って南洋方面に出来た騎風で西進ずるものは勿論北進するものも本邦海岸に水温密

度の費化を生やるとと稀である。途中埋積ずるもの或は移動せざる低策塵の殻果も亦徴弱

である。

(6) 低策鹿が問題の地黙に達して擾箇L域内に入ったときの温密度異常上昇従って海水

の流動を起すのは，気塵が低い矯めの吸上げ作用と風の吹をよせ作用(但し地球自縛によ.
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り右偏する)で了解されるとと梨設を要せぬ。

(7) 然し未だ低気埋ま圏外にある遠方の地賠で既に僅少たがら水温密度の上昇を開始す

る理由は，竹上藤七郎氏カ宝「局部的進行性大気擾筒Lの海面に及ぼす影響Iε論じた自由波に

よって了解される。

(8) かくの如く低気塵の作用が天気上には未だ現はれない地方でも海水Kは既に現は

れ得る傍詮として， うねりの現象と大崎験潮記録に見ゆる特徴的短週期セイシとのご項を

掲げた。但しか Lる短週期振動其自身が海水の一方的流出入従って水温密度の異常費化を

来す直接原因ではあり得匁い。

(9) 水温密度の異常降下は，上昇の復師なる場合の外は，其の地方が高策庫内にある

か或は海内の水を引き出す様t!.偏西強風のj簿外沖合に蓮吹するとき多い様である。

終りに，本研究Kは其の最後の完成に首り日本皐術振興舎第 4特別委員舎の援助費を一

部使用した事を記して，ま互に同舎に深謝の意を表する。叉資料を提供せられた大崎真珠養

殖所に劃しでも深甚の謝意を表せねばならぬ。
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